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荒川英敏

イングランド地方の河川の持つ熱エネルギーと熱需要マップを公開

英国エネルギー・気候変動省（DECC）は、イングランド地方の主要都市の河川の水が持つ

熱エネルギーマップ（図１）を公開しています。マップは河川と河口の水の持つ再生可能

熱エネルギーを年間の推定利用可能な熱エネルギー量（GWH/年）を色分けして表したもの

です。河川と河口の詳細は表１と表 2を参照ください。また、本マップではイングランド

全体の住宅、商業、工業施設および公共の建物等すべてを含んだ熱需要のレベルを色分け

で表示しており、公的なアクセス可能なインターアクティブなマップとなっています。

これらの河川の持つ膨大な熱エネルギーをシステマチックにヒートポンプを利用して河川

や河口から回収し流域の地域社会の暖房と給湯の熱として利用することが可能となります。

例えば住宅地の場合 400～500戸分の地域暖房・給湯システムの熱エネルギーを賄うために

使用されるヒートポンプの容量は 1MW以上が必要となることや、ヒートポンプシステムの

設置場所等の情報を地方自治体や民間の開発業者、コミュニティグループに提供すること

ができます。

しかしながら、闇雲に河川や河口からのヒートポンプによる熱の回収は、鮭や他の魚類を

はじめとするその河川が持つ生態系に影響を及ぼすことが懸念されるので、以下の法的な

規制をかけることが検討されています。

・ヒートポンプの設置場所は河川からの距離が 1km以内とする。

・ヒートポンプの容量を 20MW以下とする。

・熱需要が 5 ～10Kwh/㎡ の地域とする。

・河川の水温をΔ2℃以内とする。

これにより、流域地域の従来の個別のガスや電気に頼る暖房と給湯システムが河川の再生

可能熱エネルギーを利用した地域暖房・給湯システムへの転換が可能となります。これが

軌道に乗れば、英国のエネルギー輸入額を削減し、クリーンで安全なエネルギーの調達に

寄与し、英国が目指す低炭素社会へ貢献することができます。

英国の地形は平地が多いので河川の流れはゆるやかで、比較的容易に熱の回収ができるの

ではないかと思われます。日本の河川は急流なので熱の回収事業で採算ベースにのせるの

は至難の技でしょうね。
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図１．イングランド地方の主要都市の河川の持つ熱エネルギーと熱需要マップ



3

表１．イングランド地方主要都市名と河川名

表２．イングランド地方の大熱需要都市の河口


